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朱太川アユ種苗放流の休止へのご理解のお願い 
【これまでの経緯】 
黒松内町は生物多様性基本法に基づき、平成２４年３月に「黒松内町生物多様性地域戦略」を策定し

ました。平成２４年度から本地域戦略行動計画に基づく黒松内町生物多様性保全・活用事業※1の一環と

して、朱太川水系アユ生息状況調査を実施しており、今年度も漁場・産卵場モニタリング調査を実施す

る予定です。 
これまでの調査によると、朱太川アユ資源の減少要因として本州産アユ種苗放流によって種苗アユと

天然アユの交雑による遺伝子攪乱（異系交配弱勢※2）が指摘されており、さらに冷水病が持ち込まれる

可能性が危惧されています。町の調査報告を受け、朱太川漁業協同組合が種苗放流に関して検討した結

果、平成２４年度定期総会において平成２５年度以降の種苗放流を休止する事が決定されました。  
今年度定期総会においても放流休止継続が承認されたため、引き続き放流を休止して７月１日のアユ

遊魚解禁日を迎えます。 
なお、朱太川漁業協同組合による増殖事業として人工孵化放流事業は従前通り継続します。また、平

成２９年度からは増殖事業の一環として、漁協と町が協働して産卵場造成（河床耕耘）に取り組んでい

ます。 
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【今後の予定】 
 今年度のモニタリング調査では、夏季（７月）に潜水調査によるアユ生息状況調査（個体数計測）、

夏季（8 月下旬）に産卵場造成、秋期（９月）に産卵環境調査を実施予定です。こ 
調査結果を踏まえ、次年度以降の朱太川漁業協同組合の取組について検討が加えられることで、アユ

資源が順応的に管理される見込です。 
 
「昔は今よりもずっと生息密度が高かった」と当時を知る方々は口をそろえます。朱太川産天然（野

生）アユのかつての盛況を再生することを目的としたこの取組について、アユ釣りを愛好される皆様の

ご理解と暖かいご支援を頂けますようお願い申し上げます。 
 
 

朱太川漁業協同組合  
組 合 長  菅 原 正 久 
 
黒松内町長  鎌 田  満 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※１ 本戦略を受けて町が実施する、生物多様性の保全及び持続可能な利用を目的とする事業の総称。 
※２ 遺伝的に遠縁の集団との交配（異系交配）によって生残率や繁殖率が弱い個体や集団を生じること。 

【お問い合せ先】朱太川の鮎釣り（遊魚）に関して ：朱太川漁業協同組合    0136-72-3231 
生息状況調査に関して      ：黒松内町役場 企画環境課  0136-72-3376 


